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第 1図 苗令およひ接種源量と発病株率（第 1回試験）

幼苗に対する人［接釉により品種抵抗性を検定ずる

こは，その結果がほ場における結呆こ高い相閑を有す

もりでなければならなし、)本試験て充分に早く， し

かも，而い発柄率を布する人I直接柾の力法があること

を確忍したのも今後，ほ場検定結果とり相閃を求め

ぅ/巾）検討，改良することにより，打効心品種抵抗袢ハ

快定法を1鋼発したいと芳えるも i})である
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第2図 苗令および接種源量と発病株率（第2回試験，
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マレイシアおよびシンガポール・ブルネイ

の害虫調杢

長谷 111
農業技術研究所

凋介場所： '¥falava,Sarawak, Sabah. Smgaport 

Brunei 

iiな ・oてし t

調査期間： 1969年10月6日~12月：:lO 13 ぢれる者が多くなるにつ打て，各国からもたらさ；！しろ

今fnJグ）農作物害虫翡在の主な目的ぱ害益虫の採集こ 此虫し）ぅ詞定依頼か増加しつづある-しかし，東南ア

あるハて，•そ以）点従米 7) 調杏派逍とは少し異な，．）てい ア諸国に分布する昆虫ハ種類はきいめて多く， こが．ら

る^ とし・うのは， 私の所属する研究充では害益虫の分 ］）同定依頓0)裳心に応干るためには，＇，峠虫だ、十てもか
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なり充実した昆虫椋本と文献資料が必要であり，その

/、(現状は大変不0蘭な状態こし、わざるを得／よし、っまた，

東南アジア地区0)中でもマレイシアの且虫相は且虫地

雌学」•から見て，台蜀や硫球との［関係が深く，わが国

八昆虫相J) Originを知るいこも研究の必変を痛感し

ていたので，私日身この地域を選定したのである。幸

し、当局の州惰＇（ある御裔配により，初めて，採集観寮調

杏に各地を歩き，分類学専門家としてつぶさに各師農

作物の害虫を中心に研究をずることができ，多くの祈

知見と約15,000,れの新鮮な原本をすかち帰ることを得た

ハぱ幸であった。以卜］~＾要旅程ばらびにそ J) 成果 U)概

嬰を述べるr

Kuala Lumpur (10月6日~11日）

タイ国塙に五い Perlis、州では間発中］）広大な甘位畑

で，多くの害虫高国を行なうことがてき， まと近年『I

られた Muclaダム周辺では夜間採集により多く,;)且虫

を採集することを得た。特にクモヘリカメム、ンに近し、

Grypocephalus meridianusは大ぎな収穫てあった

また Penagでは多くの果樹害虫0)調杏をし

Kota Bahru 周辺 (25~29 日）

東屈岸O)Kot;, Bahruでは農試場長び）案内で各地ハ

水田，野菜園果樹圏の調花を行なった0 同じ平l心て

も両悔犀とは柏物相ら家の作りや風俗胄慣もかはり沢

なってし、るようで， 'i昇虫相も幾分閃注るよ弓に見受'.!

られた。

最初 K.L. での挨拶や語了続を済ませると，早辿 Cameron Highlands (30日~11月5日：I

要業省の昆虫部で標本調脊を行なっf三私の専門は異 永井技官の案内で著名ぢこの中部高地に認もむき，

遡平翅類J-5よひI口］翅類U)ウンカ・ヨコバイ類である 9、rJ I蒻芸試験場の［止話で付近の野菜1点］・茶l闊・ 化）りli'tlり冑

で，ここ Cf)標4喜 れるそれらの楔本をはじか 虫調杏を行なうーマレー斗',,1;,ijでは高冷地でなし、し野

ら検鋭し，メモを叫載したっ大刑標本箱約:is箱に約 菜。花州の栽培がてきなし、に心こ ,J)辺り：ま最も屯安

1000種の種類がひっしりと柏理されており，約12の種 な産地とな)-c昇り，中国人によって、かなり大規校
類は大英博物館の専門家の同定ラベルが付されていた 注経営が行なわれてし、た。魚やエピを主とした肥料を

］）で大変よい勉強になっ fこ（．但し 1920~30年代のもの 多鼠に用し、るため，イエバ工が大発牛しており壮観で

ぱ標本も古く，同定り誤ま．，ていると思われるも 0)も あった。昆虫相は予地とは令く児り，涼しし、ので卯早

牧見されたが，保存は概して良好であったC ・. くから夜おそくまで連日調脊がでぎ， しかも収獲はき

わめて多かった＾茶は害虫が少匁かづ／こが白菜るキ

北部稲作地帯での調査 (12日~24日） ベソにはコナガの被害が「l立鯰各種の野菜類にアッ

Penang島対『仕の BukitMerah Pacli Exp. Sta. や ノメイガやハスモンヨトウリ）被害が多か、、

Bombung Lima Padi Test Sta. や AlorStar周辺に

認し、て，農林省の永井・楕高身林技官らり御支援を得 K. L. -Malacca-Johore Bahru (6 [J -~21 

てt 主として水稲',峠虫り）調在を行なし、， Leptocorisa, 日）

Antesia, Menida, Cletus諸属りカメムシ類およびウ K. L. ではマラヤ大学,I玉l立I'げ物館およじ：ゴムfrfl究

ヵ｀ョコバイ類J)採集と発生状況の観寮を行なグ、 所・ Seldanの農試などを訪間し，牛かに大学では J.I. 

; ,_こ。稲の発育は収穫を終，うにものが多く，また田柏11'( Furtado教授（昆虫学者） とマラヤのltc虫相につし

後J)ものも見られたが，カメムシ類の好んで集る乳熟 応見を交換し，ゴム研究所では主要ゴム'if虫椋本を見
~-黄熟期刀ものは少なかった 0)て獲物ぱ貧弱であった せてもらった。 Malacca周辺では水田ならひに果樹隣

L、ウンカ・ヨコベイ類もほとんど発生が見られなか の調査を行匁し、.Johore Bahruに出て．こ=-,))農式の

ぐ／こしかし~何れび）水田にもクモ・ 甲虫・ハチなどの 世話で甘凡畑や油ヤンI蘭乃冑虫相の調査を行匁へ［こ

大敵がきわめて多く，水[HJ)且虫相は非常に豊富てあ 甘rniは近句森林を刷I,ヽて開墾中の広大な-killて，台高か

，此 農試付近の水I十Iては処々 B・H-Cなとによる防 らハ指遵者り指揮VL卜に活発な動きを見せてしこ 炉

除が行なわれた場所があり，これら 1)水廿Iでは害虫は 限地のためか害虫はタイJt;JJ立の甘州ほど多くは元が

勿峠少心し、か，大敵の旦：が激減してし、るため，捕虫網 ，ビが．ゃ：よりコナカイカラムン類に手を焼し、てし、る由

苓りで熊防除地とゾ）区別がてきた，，田柏直後のら,)) てあうた）また，ここ乃農試では四アフリカrJiりの大形

ては沖糧に~も多し、キイロヒメヨコバイ Thaiasubrufa サ、ンガメを，ヤシ類の）く書虫タイワンカプトムシ心天

;J)発牛がCl_,ゲお，餃害菜心見られ，か左りの重要種ビ 敵を和」用するため飼育試験中であったい一乞卵を譲，（）

児われた rヽ °I :tた。 （これは後日丁続きを経て東爪に持ち帰り更
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多摩動物公園で飼有試験中である。）この種は10m近 夜間の調府をさせてもらった。水田では各種のカメム

いココヤヽンの梢まで飛翔して成虫を吸食する頑強な芙 シ類が夜間穂しに活躍する様j内を観察でき，果樹園で

麗種でベニモンオオサシガメと命名したn また，付近 はミカン類の吸収性夜蛾の吸汁生活を調杏できたが，

各地でコショウ害虫の調査を行なし、ヘリカメムシ0)-. 懐中電灯で照らしたミカンの実のすぐJ:O)枝に緑色の

種 DasynusPiperis多数を得た。このほかコシニ，ウ 由舵がし、るのに気付きサ腎した思し、出もある0 また，

書虫としては業を捲くアザミウマ一種とネマトーダに ここの農試の Sorghumにミナミアオカメムシがかな

よる被';4;-が目立ったr り集っている0)を確認できたC 何れも新鮮な桐体で今

までの旅行中は成虫が見られなし、も 0)であった．一
・ヽ
bmgapore (21 日 ~26 日）

ここでは早速 Singapore大学を訪い， IH Malaya 

連邦および Singapore政府・博物館各研究機閃発行の

出版物の中から特に分類に関する文献を閲覧し，種々

の諭文をゼロゾクスコピーにできたことは幸いであっ

に。また柏物園や BukitTimah禍地で舟支昆虫採集

を行なし、，大学の昆虫殊に D·H•Murphy 教授の案内

で各地の水田，野菜園0)害虫調舵を行なうことがで含

こ種類は半島と大差がないが，今までの調在で得ら

れなし、ものがかなりあった-

Sarawak (27 日 ~12月 4 日）

Kuchingの農試の桃話で各地を地日自動rドで廻り，

水田・果樹園・野菜隣•特用柏物園の害虫調査を行な

') 0 水稲害虫は特殊なものは見られなかったが，他リ）

凡虫ぱ半島とはかなり沢なり興味探かっこ Simang--

van I闘辺での夜間採集および川を遡．っての水田害虫調

在（日本軍の開拓した水田試験地）ではクイワンクモ

ヘリカメムシ Leptocorisaoratoriusやホソクモヘリ

カメムシ L.chinensis リ）大発牛が見られた＾また

¥liriでは BaramSawmill Co. の好忍で Baram河り

L流の KuaraBokの森林伐採地に滞在し，主として

岳林地帯および，沿犀の位源地の凡虫謁査と現地人J)

焼畑水稲の害虫調査を行なうことがでぎた。 Sarawak

も奥地I})密林ぱさすがにボルネオのジ：，ングルビし、

］感じであったが，河川の培水がはげしし＼ため， LJ由

に森林深く足を進めることがでぎ芯かったのは残念て

，も

Burnei (14 日 ~20 日！

ここiiSingaporeこ共に小国なから独立し':七、'/)

ぎわめて洛ちつ¥• に他か左LKFビ、、 'i愁Lを受、十

こハ農林省の世語て各地v')農試臼よひ林試なとで調否

行な）こどがてぎ， 主だ:. -f父水田t-.;よび果桔廿索!・'.:

Sabah (20日~28日）

Kota Kinabaluから1紅ちに TuaranO) rj, 央農試に行

き，述日圃場内の水田•果樹園の害虫調森を行なった・

水田畔畔の昆虫相はマレー半島とは非常に異なる。ミ

カン類にはきわめて多くの害虫が寄生しており，吸収

性．の大型緑色のツノカメムシ Rhynchocorisseratus 

や褐色大型のヘリカメム、ン Mictislongicornisが多

かった。また， 日本から派遣されてし、る海外協力隊員

の協））を得て， Kinabalu山麓の KundSang農試）9月

辺や Mamut銅山付近の採集と，上峰 Kinabaru山び；

山を行なったが，連日雨天のため中II切で引き返さざる

を得なかった。しかし Marnutでの雨中の夜間採集や

Sweeping により日新しい多くの種類を採集でき，熱

罰原始林の柏物景観に日を見はりつつ，有終の美をか

ざることができたことぱ終生忘れ得ぬ感激であ•)た

生悧この季節は1、lsi期の最もはげしし、時に‘竹')'.主

11月にぱ断食月間などもあり， •ゾ人で各地を次々に移

動しつつ調査ずるのにはHましし、季節とはいえなか

こまた，稲は各地で帥々のステージにつぎ調性をす

ることを得たが，やはりカメムシ類の発牛ーリ）少なし、時

期であり， 一つ0)目1裕］であったクロカメムン属 Seo-

tinophara ,J)ごときは｛箪か数頭を得たにすぎなか

また， ウンカ・ヨコバイ類の重嬰種J)発']:が少，）:( 

く，充分な調杏ができなか，に 多くは['、1動｝ドによ、ヘ

て凋令する便宜をIfえられたか， 11中（ま炎犬に悩まさ

h, 午後はrNを警成しつつの調杏て、農試関係者の案

内い場合には遅くも黒時には帰路につく：必要かあり，

各地ともきわめて視切ば案内と記憶があ，'たこかか］

らす，能本は非常に慇く，歯がゆ 1. 、思、し、も味 i ヽ~，左

こいよう｀ダに凋在 l.t~人位で，あまり点々ビ移動せず 1

治らつ＼、・て観寮調杏かでぎるより正I叫し，主芦，手節

や斐、(_・(I文々行な')tこ＇），同じ fiマ］、でも専攻；ぅ尻心,:,/':

加派直されると効吟濯］であろう


	名称未設定

